
政
府
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
分
科
会
」
の
尾
身
茂
会
長
は
６
月

３
日
の
参
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
、
東
京

オ
リ
・
パ
ラ
の
開
催
に
つ
い
て
「
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）
で
（
五
輪
を
）

や
る
こ
と
が
普
通
で
な
い
」
と
、
暗
に
そ

の
異
常
さ
を
指
摘
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
26
人
の
分
科
会
の
感
染
症
専

門
家
は
オ
リ
・
パ
ラ
へ
の
提
言
を
政
府
の

コ
ロ
ナ
対
策
本
部
長
と
大
会
組
織
委
員
長

宛
て
に
出
し
ま
し
た
。

提
言
の
８
つ
の
骨
子
で
は
７
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
感
染
症
重
症
者
の
増
加
、
変

異
株
の
影
響
を
指
摘
。
ま
た
オ
リ
・
パ
ラ

の
特
殊
性
や
開
催
時
期
が
連
休
や
お
盆
と

重
な
り
、
人
の
接
触
、
医
療
ひ
っ
迫
を
警

告
。
さ
ら
に
オ
リ
・
パ
ラ
の
無
観
客
を
要

望
し
、
い
く
つ
か
の
条
件
を
あ
げ
ま
し
た
。

尾
身
会
長
を
は
じ
め
感
染
症
専
門
家
の

本
音
は
、
心
の
底
か
ら
「
オ
リ
・
パ
ラ
中

止
」
で
す
。
も
ち
ろ
ん
多
く
の
国
民
は
中

止
を
支
持
し
て
い
ま
す
。

連
日
の
報
道
を
通
じ
て
、
主
催
者
（
Ｉ

Ｏ
Ｃ+

Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
と
、
こ
れ
を
後
押
し
す

る
国
と
東
京
都
の
コ
ロ
ナ
に
甘
い
体
質
が

続
出
し
て
い
ま
す
。

東
京
オ
リ
・
パ
ラ
大
会
組
織
委
員
会
は

驚
く
べ
き
こ
と
に
観
客
の
飲
酒
検
討
を
公

表
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
世
論
の
大
反
対

に
あ
い
、
す
ぐ
に
撤
回
し
ま
し
た
。
ま
た
、

６
月
19

日
に
入
国
し
た
ウ
ガ
ン
ダ
選
手
団

の
１
名
が
コ
ロ
ナ
感
染
と
確
認
。
し
か
し

同
行
し
た
残
り
の
８
名
の
濃
厚
接
触
者
を

そ
の
ま
ま
入
国
を
認
め
放
置
し
、
そ
の
後

さ
ら
に
感
染
者
が
出
ま
し
た
。

６
月
28

日
に
は
菅
首
相
は
「
濃
厚
接
触

者
」
を
専
用
車
両
に
隔
離
、
水
際
対
策
の

徹
底
を
表
明
し

ま
し
た
が
、
こ

の
２
つ
の
ケ
ー

ス
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
大
会

組
織
委
員
会
と

国
・
都
が
打
ち

出
す
オ
リ
・
パ
ラ
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
全
く

信
用
で
き
ま
せ
ん
。

東
京
オ
リ
・
パ
ラ
で
は
、
選
手
の
事
前

合
宿
や
交
流
を
企
画
し
た
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

に
全
国
５
２
８
の
自
治
体
が
登
録
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
た
め
、

６
月
23

日
現
在
、
１
２
２
自
治
体
が
受
入

れ
を
断
念
し
、
さ
ら
に
こ
れ
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
大
会
各
種
競
技
で
の
開

催
時
間
に
伴
う
観
客
の
規
制
を
求
め
る
自

治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
競
技
会

場
や
選
手
村
な
ど
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
当
初
の
８
万
人
か
ら
１
万
人
の
辞
退

者
が
出
て
、
そ
の
理
由
は
コ
ロ
ナ
感
染
の

不
安
が
大
き
い
よ
う
で
す
。
ま
た
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
、
33
競
技
３
３
９
種
目
、
43
会

場
（
北
海
道
、
宮
城
、
福
島
、
東
京
、
千

葉
、
埼
玉
、
茨
城
、
神
奈
川
、
静
岡
等
）

で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
全
国
的
な
人
の
流

れ
が
加
速
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
変
異
株
の
増
加

と
と
も
に
、
感
染
が
広
が
る
予
測
は
で
き

て
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
数
、
有
効
性
を

加
味
し
て
も
、
感
染
は
抑
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

組
織
委
員
会
と
国
・
都
は
コ
ロ
ナ
感
染

を
非
常
に
甘
く
見
て
お
り
、
仮
に
強
行
す

れ
ば
全
世
界
に
コ
ロ
ナ
感
染
を
広
げ
る
事

態
に
な
り
ま
す
。
オ
リ
・
パ
ラ
は
即
刻
中

止
す
べ
き
で
す
。

（
６
月
29
日
作
）
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７
月
23

日
か
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
強
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

東
京
を
は
じ
め
、
首
都
圏
で
コ
ロ
ナ
感
染
が
再
び
広
が
り
、
世
界
各
国
か
ら
も

大
会
開
催
の
不
安
や
疑
問
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

「
人
の
命
は
地
球
よ
り
重
い
」
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
政
治
家
も
大
会
関

係
者
も
人
の
命
の
責
任
は
と
れ
ま
せ
ん
。
潔
く
中
止
す
べ
き
で
す
。

感
染
症
分
科
会

オ
リ
・パ
ラ
開
催
に
警
告

日本・世界にコロナ感染を広げるな

モ
グ
ラ
叩
き
の

オ
リ
・パ
ラ

コ
ロ
ナ
対
策

選
手
の
事
前
合
宿
断
念
続
出

異
常
な
オ
リ
・パ
ラ

オリ・パラ

中止



国
会
閉
会
間
際
に
、
強
引
に
成

立
し
た
「
重
要
土
地
等
調
査
規
制

法
」
は
、
政
府
が
安
全
保
障
上
、

必
要
と
判
断
し
た
施
設
の
周
辺
を

「
注
視
区
域
」
に
指
定
。
土
地
や

建
物
の
利
用
状
況
、
持
ち
主
を
調

査
で
き
る
法
律
で
す
。
自
衛
隊
基

地
や
原
子
力
発
電
所
な
ど
の
施
設

の
周
囲
１
キ
ロ
や
国
境
離
島
を
対

象
と
し
、
従
わ
な
け
れ
ば
刑
事
罰

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
「
生
活

関
連
施
設
」
も
対
象
と
な
り
、
詳

細
は
「
政
令
で
定
め
る
」
と
さ
れ
、

法
律
に
は
対
象
地
域
が
規
定
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
調
査
機

関
、
調
査
内
容
が
不
明
で
あ
り
、

こ
れ
で
は
国
家
の
恣
意
的
な
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
調
査
が
い
つ
で
も
可
能

と
な
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
関
連
法
は
デ
ジ
タ
ル

庁
の
設
置
根
拠
や
役
割
を
規
定
し

た
「
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
」
が
含

ま
れ
、
法
案
成
立
で
２
０
２
１
年

９
月
に
デ
ジ
タ
ル
庁
が
発
足
し
ま

す
。
各
自
治
体
で
は
、
個
人
情
報

は
「
本
人
同
意
」
に
基
づ
い
て
直

接
集
め
て
い
ま
す
。
今
回
の
法
律

は
自
治
体
ご
と
の
条
例
に
よ
る
個

人
情
報
保
護
の
ル
ー
ル
が
、
規
制

が
緩
や
か
な
国
の
ル
ー
ル
に
一
元

化
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
自

治
体
の
個
人
情
報
保
護
の
原
則
が

根
底
か
ら
破
壊
さ
れ
ま
す
。

自
治
体
で
は
、
思
想
信
条
や
犯

罪
被
害
、
病
歴
、
犯
歴
、
社
会
的

身
分
な
ど
「
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
」

の
収
集
は
原
則
禁
止
で
す
が
、
今

回
の
法
律
は
こ
れ
が
可
能
と
な
る

も
の
で
す
。

以
上
、
２
つ
の
法
律
は
国
家
が

国
民
を
調
査
、
情
報
を
収
集
し
管

理
す
る
た
め
、
法
律
を
恣
意
的
に

適
用
で
き
る
危
険
な
法
律
で
あ
り
、

認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

政
府
が
昨
年
末
に
閣
議
決
定
し

た
「
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
の

方
針
」
を
受
け
、
課
税
所
得
28
万

円
以
上
、
か
つ
年
収
２
０
０
万
円

以
上
（
複
数
世
帯
は
後
期
高
齢
者

の
年
収
合
計
３
２
０
万
円
以
上
）

の
人
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
を
２

割
に
す
る
法
律
で
す
。
２
割
負
担

導
入
の
時
期
は
、
２
０
２
２
年
度

後
半
を
予
定
し
、
施
行
日
を
政
令

で
定
め
る
と
し
、
施
行
後
３
年
間
、

外
来
受
診
の
自
己
負
担
増
を
最
大

で
月
３
０
０
０
円
に
抑
え
る
た
め

の
特
別
措
置
は
政
令
で
規
定
し
ま

す
（
表
参
照
）
。

日
本
高
齢
期
運
動
連
絡
会
は
、

現
在
窓
口
負
担
が
１
割
の
方
、
１

４
５
５
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

し
ま
し
た
。
そ
の
回
答
の
う
ち
、

約
３
割
の
方
が

「
受
診
を
控
え

る
」
と
、
悲
痛

な
叫
び
が
響
き

ま
す
。

同
団
体
は
受
診
控
え
は
重
症
化

を
招
き
、
手
遅
れ
事
例
が
発
生
す

る
と
警
告
し
て
い
ま
す
。

改
正
国
民
投
票
法
が
可
決
。
広

告
規
制
や
運
動
資
金
な
ど
の
問
題

点
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
、
最

低
投
票
率
問
題
も
無
視
し
た
「
改

正
」
で
す
。
ま
た
、
問
題
が
あ
る

「
改
正
少
年
法
」
は
可
決
さ
れ
国

会
は
閉
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

『 週 刊 新 社 会 』 号 外
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月４回発行・タブロイド判・月額700円・送料１６８円

お問い合わせ先

２
０
２
１
年
第
２
０
４
通
常
国
会
は
コ
ロ
ナ
対
策
で
の
延
長
を

求
め
る
野
党
の
声
を
押
し
切
っ
て
、
６
月
16
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

菅
政
権
下
、
本
年
の
通
常
国
会
で
可
決
さ
れ
た
内
閣
提
出
法
案

の
97

％
も
成
立
。
そ
の
中
で
、
全
会
一
致
の
法
案
も
あ
り
ま
す
が
、

野
党
が
法
案
の
危
険
性
、
問
題
点
を
指
摘
し
て
も
法
案
を
強
行
成

立
さ
せ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
法
律
の
問
題
点
を
あ
げ

ま
す
。

個人情報調査、監視の危険な法律が可決

医療制度改革関連法

■
75歳以上の窓口負担を1割から2割に

引き上げ一定の所得

■
対象は単身で年収200万円

複数世帯は合計320万円以上

■ 導入時期は2022年度後半で政令で定める

■
外来患者は3年間、1か月分の負担増を

3000円以内に抑える

重
要
土
地
等
調
査
規
制
法

安
全
保
障
の
名
で

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
調
査

デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
６
法

自
治
体
の
個
人
情
報
を

規
制
緩
和
し
国
家
管
理
に

医
療
制
度
改
革
関
連
法

75
歳
以
上
の
高
齢
者
か
ら

医
療
費
２
倍
に
ボ
ッ
タ
く
る

「
改
正
」
国
民
投
票
法

改
正
を
突
破
口
に

自
民
党
改
憲
草
案
審
議
へ

国会閉会
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